
別紙様式２（高） 

令和８年度 県立竜ヶ崎第二高等学校自己評価表 
目指す学校像 持ち味を活かし、より良い社会、学校のつくり手の育成を図るため、以下の項目を重点とした学校づくりを行う。 

〇 普通科・商業科・人間文化科の各学科の専門性と学科を超えた多様な交流の融合 

〇 失敗を学びの糧にする風土の醸成 

〇 学びのフィールドを学校の外に拡張 

三つの方針 具体的目標 

「三つの方針」

（スクール・ポ    

リシー） 

「育成を目指す資質・能力に関す 

る方針」 

（グラデュエーション・ポリシー） 

「自ら考え、自らを律し、よりよい社会のつくり手となる」 

本校を卒業するまでに、以下の資質・能力を身に付けることを目指す。 

【自主自律の精神】 

既存の正解を求めるだけでなく、自ら問いを立て、自らの意志で行動を律することができる。 

【多角的な視点と創造性】  

専門性（縦の糸）と他者との交流（横の糸）を織り合わせ、多様な価値観を認め合いながら新しい価値を創造できる。 

【レジリエンス（しなやかな強さ）】 

失敗を「自分をアップグレードする学び」と捉え、試行錯誤を楽しみながら困難を乗り越えていくことができる。 

【自己実現の意志】 

自分の人生に自ら意味を与え、過去の経験を糧にしながら、よりよい未来を切り拓く強い意志を持つ。 

「教育課程の編成及び実施に関す 

る方針」 

（カリキュラム・ポリシー） 

「専門性と多様性が交差する、実践的な学びの場の提供」 

グラデュエーション・ポリシー達成のため、以下の教育活動を展開。 

【３学科併設を生かしたクロスオーバー学習】 

普通科・商業科・人間文化科の各専門教育（縦の糸）を深めつつ、学科を超えた交流や共同プロジェクト（横の糸）を通じて、多角的な視野を養うカリキ

ュラムを編成。 

【「失敗を恐れない」探究型学習】  

試行錯誤を推奨し、「なぜ？」を深掘りするプロセスを重視した授業を展開。改善点を見出す力を育むための評価体系を構築。 

【地域社会との連携・実践】 

教室を飛び出し、地域社会や第一線で活躍する大人たちと協働するフィールドワーク等を積極的に導入し、社会の「つくり手」としての手応えを掴む機会

を提供。 

【キャリア教育の充実】 

「人生の意味を自ら創る」ための内省の時間を設け、自己の在り方や生き方について深く考える機会を継続的に提供。 

「入学者の受入れに関する方針」

（アドミッション・ポリシー） 
「自らの可能性を信じ、変革を恐れず、共に高め合いたいと願う生徒」 

本校は、以下のような意欲や姿勢を持つ生徒を広く受け入れます。 

【「自主・誠実・努力」への共感】 

人から与えられるのを待つのではなく、自ら考え、誠実に物事に取り組み、努力を惜しまない意欲がある人。 
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【多様性への関心】 

自分の得意分野を伸ばしたいという熱意を持ちつつ、自分とは異なる背景や専門を持つ仲間からも学ぼうとする柔軟な心を持っている人。 

【挑戦する勇気】 

失敗を恐れず、新しいことや困難なことに対しても「まずはやってみよう」と思える人。 

【未来を創る決意】 

これまでの経験がどうであれ、「今ここから」の過ごし方で未来を変えたい、自分の人生を自分らしく彩りたいという強い願いを持っている人。 

昨年度の成果と課題 重点項目 重点目標 達成状況 

【成果】 

○大学・専門学校を志望する生徒の希望を叶えた進路実

現を果たすことができた。（進学希望者中の大学・短大

進学者率（令和５年度３５％、令和６年度４５％、令和７

年度２８％））専門学校への希望者が増加した。看護専

門学校への進学者（令和６年度８名、令和７年度 11 名）

も増加している。また、学校斡旋よる就職率はほぼ

100％達成することができた。 

○１年生の国語や数学における少人数授業やＴＴでの授

業展開により、基礎学力及び授業への集中力が向上し

ている。 

○部活動の加入率は約４割ではあるが、バスケットボール

部をはじめ、陸上競技部・ライフル射撃部など運動部で

実績を残している。 

〇本校の広報活動の充実のために、学校Web ﾍﾟｰｼﾞやｽｸ

ｰﾙｶﾞｲﾄﾞ、年６回の学校通信の発行等の内容充実に努

めることができた。 

○商業科・人間文化科においては、資格取得を目標に、

各種検定試験合格に向けた熱心な指導が行われてい

る。 

○創立 110 周年記念事業に向けて地元企業等との商品

開発や連携事業など交流が活発化し、学科の枠を超え

た多岐にわたる活動が実施できた。 

【課題】 

○My りゅうプロジェクト（県立高等学校等チャレンジプロジ

ェクト）を生かし、地域社会と連携した教育活動を一層推

進していく。さらには、学科等の枠を超えた 3 年間の系

統的、計画的な探究活動を推進する。 

〇主体的・対話的で深い学びの実現に向けた教員研修を

確かな学力の育成 

① 主体的・対話的で深い学びの実現のための BYOD 端末等の活用

（ロイロノート等の積極活用） 

② 指導と評価の一体化を図り、観点別評価の充実を推進 

③ ICT 機器を活用した授業実践により、基礎学力向上や探究活動に

おける協働的な学びを促進し、柔軟かつ多様な指導を実現 

④ 教科等を横断した探究活動を実践し、課題解決能力の育成と発表等

による表現力の醸成 

 

授業改善の推進 

⑤ 生徒による授業評価での授業満足度を 3.3 以上にすることを目標と

し、積極的な研究授業や相互授業参観等による各教員のメタ認知力の

向上 

 

生徒の希望や目標の実現 

⑥ 生徒一人ひとりの持ち味を活かしたキャリアデザイン支援と進路

実現に向けた支援（資格取得・大学進学・公務員など）の充実 

 

社会で活躍するための基礎的な力の育成 

⑦ 生活マナーや規範意識の向上と安全能力の育成 

⑧ HR・生徒会活動への支援や学校行事の充実 

⑨ 個別面談や定期的なアンケートの実施と教育相談の充実 
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計画的に実施し、お互いにフィードバックできる環境を

整備する。 

○基礎学力の定着を図る必要がある生徒が多数入学して

いる。この現状を踏まえ、ICT機器を活用するなど、個に

応じたきめ細かな授業展開ができるよう教員研修等の充

実を図る。 

〇ＩＣＴ環境を生かした教育活動を展開するための研修を

実施し、ＩＣＴ機器の活用のノウハウを教員間で共有し、

連携を図る。 

○生徒の第一希望校の進路実現に向けた指導の充実を図

る。 

○部活動加入率の向上のために広報活動を充実してい

く。 

○生徒との個人面談や定期的なアンケート、保護者との密

接な連携等をとおして、生徒理解に努め、充実した学校

生活が送れるよう支援する。 

〇会議・委員会等の種類及び回数を見直し、校務分掌や

各種委員組織の再編を進め、教職員の業務の軽減、平

準化を図る。 

キャリアパスポートの運用 

⑩ 将来を見通した 3 年間の組織的・系統的なキャリア教育体制の構築  

社会に開かれた魅力ある学校づくり 

⑪ ボランティア活動および地域の活動への積極的参加と地域と連携

した探究活動の推進 

⑫ 近隣の学校との教育交流の充実および、産官学福の連携による地域

活性化の推進 

⑬ 学校Ｗeb サイトの充実や学校案内等を活用し、教育活動の情報を広

く発信 

 

働き方改革への取組 

⑭ ワークライフバランスを意識した教職員の業務改善と教職員の働

き方についての取組を生徒や保護者等へ周知 

⑮ 各校務分掌において Classroom を活用し、業務内容や進捗状況を

共有することで会議等の時間短縮 

 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度（学期）への主な課題 

国語 授業改善を通じて基礎学力の

向上を図る。 

・研究授業や相互授業参観等により授業改善を行い、内容を工夫した授業を展開する。②⑤    

・ICTを活用し、漢字、現代文単語等の一般常識分野を学習する時間を継続的に設け、定着

を図る。③ 

 

個に応じた指導の充実を図る。 ・ロイロノートなどの ICT機器を効果的に活用しながら、すべての生徒が主体的に学習に取

り組めるよう支援する。① 

 

・３学年古典探究において、ＴＴ授業および少人数授業を展開し、ICT機器を利用しながら

個に応じた指導を行う。③④ 

 

進路に応じた指導の徹底を図

る。 

・小論文指導について学年と連携をとりながら、進路実現を見据えた指導を計画的に行う。

⑥ 

 

・進路希望に応じて選択できる課外のコースを設置し、生徒の進路実現を支援する。⑥  

地歴公民 基礎学力の向上や授業改善を

図る 

・生徒の実情・興味関心に応じた授業を展開する。①②③    

・本時のまとめの内容などから理解度を把握し、授業改善を図る①②③⑤  

思考力・判断力・表現力を育て

る授業を目指す。 

・主体的・対話的な手法を取り入れることで、深い学びを実現する環境を作り出す。①③  

・ＩＣＴ機器を活用し、ビデオや画像などビジュアルな手法を授業に取り入れ、考え気付か

せる授業を展開する。①③ 

 

個に応じた進路実現を考えた

授業展開を目指す。 

・一般常識の見識を高め、大学受験から就職試験まで対応できる力を身につける。②④  

・生徒の実情・興味関心に応じた授業を展開する。①②③  



別紙様式２（高） 

基礎学力の向上を図る。 

思考力・判断力・表現力を育む

授業力向上。 

・インターネットやワークシートを活用し、身近な教材を取り入れることによって理解しや

すい授業を展開する。①②③ 

 

・主体的・対話的な手法を取り入れることで、深い学びを実現する環境を作り出す。①③  

政治的教養を高めるための授

業展開を目指す。 

・新聞・ニュースなどを活用することで、政治的教養を高められる授業を展開する。②④   

数学 数学的なものの見方を身につ

ける。 

・ＩＣＴ機器の活用等で授業を工夫し、魅力ある教科指導に努める。③    

・理解が不十分な生徒へは補習等を実施し、理解度の向上を図る。②  

基礎学力の向上や授業改善を

図る。 

・教科書に限らずプリントや問題集を活用し、十分な演習を行う。①  

・課外や数学検定に積極的に取り組ませる。⑥  

・授業の様子や生徒の授業評価を基にした、ニーズに合わせた授業を展開する。⑤  

進路実現に必要な指導を行う。 ・生徒一人ひとりの進路希望に対し、必要に応じて個別指導を行う。⑤  

理科 基礎学力の向上や授業改善を

図る。 

・教科書だけでなくプリント等を活用し、生徒達の理解度を確認しながら授業を展開する。

② 

   

・ノートや実験レポートの提出を徹底させる。実験レポートに振り返りの項目を設置し、教

員の授業改善に努める。⑤ 

 

・演習や小テストを実施し、知識の定着や理解を深める。④  

関心・意欲を高める指導法の工

夫改善に努める。 

・生徒実験、 演示実験を通して理解と興味関心を高める。また、 実験を通して協調性を育

てる。③ 

 

・グループ活動を通して対話のある授業を展開する。③  

・ＩＣＴ機器を用いて、動画などを見せ、自ら調べることを通して、科学的な興味を高める。

①② 

 

進路実現に向けた指導を目指

す。 

・基本的な問題を通して一般常識の見識力を高める。③  

保健体育 運動の合理的、計画的な実践を

通して、運動技能を高め、運動

の楽しさや喜びを理解できる

ようにする。 

・各種目のスキルテストや体力テストを通して、個人の習熟度や運動能力の成長を確認さ

せ、授業改善に生かす。① 

   

・主体的かつ意欲的にスポーツに取り組む姿勢を育てる。⑤  

公正、協力、責任等の態度を育

て、生涯にわたって豊かなスポ

ーツライフを継続する資質や

能力を育てる。 

・生活習慣病の予防と運動には大きな関係があることを理解させる。②  

・いろいろな種目に取り組ませ、生涯スポーツを見つけさせる。②  

・時間やルールを守らせ、自ら進んで活動させる。⑦  

生涯を通して自らの健康を適

切に管理し、改善していく資質

や能力を育てる。 

・健康の考え方や保持、増進について理解させる。①  

・適切な食事、運動、休養及び睡眠などが、健康的な生活習慣に必要であることを理解させ

る。④ 
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芸術 音楽に関する基礎知識・技能を

定着させる。 

・実技テストや定期テストで基礎知識・技能の定着を図る。①②③⑥    

・日常生活で聴く音楽との関連を理解させ興味関心を深めさせる。また生徒が創作や器楽等

演奏時に必要な基礎的内容の充実を図る。①②③⑤⑥ 

 

音楽自体の関心を高められる

ように努める。 

・様々な楽器や歌などの活動を通して、様々な音楽を知ることで生涯を通して楽しめる演奏

活動を探究できるよう授業内容の工夫を図る。①②③④⑤⑥ 

 

・音楽に関する歴史などの興味を高められるよう授業内容の工夫を図る。①③⑤⑥  

生徒の主体的な行動を促す。 ・評価の基準を明確にし、生徒が意欲的に取り組めるよう図る。①②③⑤  

・ICTを活用し、グループ活動、ペアワークを通じて、生徒同士のコミュニケーション力を

高められるよう授業内容の工夫を図る。①②③⑤⑥ 

 

生徒の進路に応じた授業内容

の工夫を図る。 

・歌唱や器楽等の活動を通して、自己目標を立て計画的に授業に取り組めるよう授業内容の

工夫を図る。①②③④⑤⑥ 

 

・資格取得や進路実現に向けた授業内容の工夫を図る。①②③④⑤⑥  

外国語 意欲・関心を高める指導法の工

夫・改善に努める。 

                  

・ペア活動やグループ活動、ＡＬＴとのティームティーチングなどを通して、生徒自身が英

語を使用してコミュニケーションを行う機会を提供し、お互いが協力し合う学習環境を整

える。① 

   

・ＩＣＴ機器を用いたパフォーマンステストや発表活動等を通して、個の目標に応じた指導

を展開する。①③④ 

 

個の能力に応じた指導を展開

する。 

英語検定の資格取得に努める。      

・学力上位層の生徒に対して、積極的に進学課外の受講・英語検定の受検を促し、各生徒の

自信に繋げる指導を行う。② 

 

基礎学力の向上や授業改善を

図る。 

・普段の授業からワークシートや発問のレベルを複数段階設けることで、生徒を飽きさせず

さらに上のレベルに上がるような動機付けと支援を行う。②⑤ 

 

家庭 基礎学力の向上のための授業

改善を図る。 

・生徒の能力に応じた、教材・教具の開発を図る。⑤    

・基礎的な学習や実技を繰り返し行うことにより、基礎学力・基礎技術の定着を図る。⑤  

・指導と評価の一体化を図り、観点別評価の充実を推進する。②  

・「主体的・対話的で深い学び」の視点で、ICT の活用率を高め、授業の記録を丁寧に残し

授業改善を行う。①③④ 

 

・ＴＴ授業、外部講師や県のものづくりマイスターを利用することにより、技術の定着を図

る。① 

 

・様々なコンテストでの上位入賞を目指す。③  

資格取得に努める。 ・生徒が各検定に真剣かつ意欲的に取り組めるよう丁寧な指導を心がけ、生徒の向上心を培

う。⑥ 

 

社会体験学習の充実を図る。 

 介護実習 保育実習 

 学校家庭クラブ活動 

・自ら進んで考え行動する能力と責任感を身につけさせる。④  

・礼儀や丁寧な言葉遣い、挨拶、マナーを身につけさせる。⑦  

・家庭クラブ活動をとおして、地域社会との連携を図る。地域への情報発信の強化に努める。  
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  ⑩⑪⑫⑬ 

・奉仕活動やエコ活動をとおして、環境問題・社会問題に関心を持たせる。④  

情報 情報と情報技術を活用して問

題を発見・解決する方法を身に

つける。 

・科学的な根拠に基づいた判断力を身につけさせる。①    

・合理的に解決方法を選択する力を身につけさせる。①  

・過程を振り返って改善する力を身につけさせる。④  

・情報及び情報技術を問題の発見と解決に効果的に活用するための技能を身につけさせる。

④ 

 

情報に関する法規や制度、情報

セキュリティ・情報モラルの重

要性、情報社会における個人の

責任について理解する。 

・法律や制度・情報セキュリティや情報モラルの意義を理解させる。⑦                               

・バックグラウンドの情報技術を知って適切に対応する力を身につけさせる。⑦ 

 

情報技術が人や社会に果たす

役割と及ぼす影響について理

解する。 

・人に求められる仕事の変化を理解させる。⑩  

・情報社会をよりよくする方法・対応を考察し提案する力を身につけさせる。②⑤⑥ 
 

商業 基礎学力の向上のための授業

改善を図る。 

・学び直しを含めた基礎学力の向上を図り、生徒の能力に合った授業の工夫や指導方法の改

善に努める。②③⑤ 

   

職業人の育成を図る。 ・キャリア教育として職業人に求められる倫理観、マナーや常識を身につけさせ、社会人と

して必要なコミュニケーションスキルを身につけさせる。⑦ 

 

・主体的･対話的で深い学びの実現を目指した授業や実技の学習をとおして、自ら学び協働

的に取り組む態度を養う。④ 

 

資格取得に努める。 ・生徒の能力に見合った基礎級の合格率向上に努めるとともに、より高度な上級資格の取得

を目標とさせる。⑥ 

 

・資格取得により自信を持たせ、生徒の学習意欲を高める。⑥  

教務部 授業の工夫や改善を図る。 ・生徒による授業評価及び、互見授業により、授業の工夫や指導方法の改善に努める。④⑤    

 目標実現のための学習意欲の

向上を目指す。 
・習熟度別授業の展開や資格取得支援、課外指導など、個に応じた指導の充実を図る。⑥ 

  

ＩＣＴ環境の活用を推進する。 ・ＩＣＴ機器活用のための環境整備を継続し、校内研修を通じてＩＣＴ機器活用のノウハウ

を教員間で共有し、連携を図る。①③ 

  

広報活動の推進と充実を図る。 

 

・本校の魅力をホームページやスクールガイド等で発信するとともに、地域と連携した事業

に取り組む。⑬ 

  

図書館利用を促進し、施設の整

備を図る。 

・掲示物の工夫や「図書館だより」の定期的な発行により、生徒の興味関心を喚起させ、図

書館利用を促進する。⑧⑬ 

  

・定期的な図書購入と除籍をおこない、教育活動に役立つ資料を充実させる。④   

渉外部 教員と保護者が連携協力して

活動を工夫するＰＴＡ組織を

・ＰＴＡ総会に出席していただけるよう、保護者の理解に努める。⑬    

・学校行事への保護者の協力について検討する。⑬⑮   



別紙様式２（高） 

目指す。 ・ＰＴＡ活動に対する保護者の負担感を減らす。⑮   

各種委員会活動の適正な活動

を計画支援する。 

・広報紙「ＰＴＡだより」を発行する。⑬   

・各種委員会活動の見直しを行う。⑮   

同窓会との連携を図る。 ・同窓会活動に協力する。⑬   

生徒支援部 基本的生活習慣の確立を図る。 ・全職員の協働意識を図り、頭髪及び服装指導の徹底を図る。⑦    

・登校指導等を利用し、あいさつの励行に努める。⑦   

・スマホ、携帯電話の使用モラルの浸透を図る。⑦   

・集中して授業に取り組ませるための授業環境の改善を図る。⑦   

・定期的なアンケート調査や面談を実施し、実態把握と未然防止に努める。⑨   

・問題を抱えている生徒の実態を把握し、関係職員との情報の共有化を図りながら支援して

いく。⑦⑭ 

  

いじめ問題の未然防止に努め

る。 

・学年と協力し、問題行動があった場合は保護者に来校を促し、学校での状況、指導を十分

理解してもらった上で効果的な指導を進める。⑦⑮ 

  

交通安全の推進、意識の高揚を

図る。 

・自転車や原付バイク通学者の事故未然防止のため、乗車モラルの向上と交通法規の遵守を

図る。⑦ 

  

保護者との連携強化を図る。 ・些細なことでも、行動に変化が見られたり問題があった場合には、保護者へ連絡を入れ、

情報を共有しながら支援にあたる。⑦⑮ 

  

教育相談の充実を図る。 ・いつでも、ゆったりとした気持ちで相談活動ができるよう相談室の環境整備を行う。⑨   

・カウンセラーによる教職員研修会を企画する。⑨   

進路支援部 適切な進路目標の設定支援に

努める。 

進学希望者の学習の充実を図

る。 

 

・進路説明会や講演会、適性検査等をとおして意識の高揚を図る。⑧⑩    

・的確な各種進路情報を会議資料や三者面談等をとおして、職員や生徒・保護者に向け迅速

に提供する。⑧ 

  

・課外授業や模擬試験を充実させ、基礎学力の向上を目指す。⑥   

・小論文や面接指導の充実を図る。⑥⑩   

・ＩＣＴ機器を活用し、自己管理能力を育み、学習習慣の定着を図るとともに、よりよい自

己管理能力のあり方を検討・実施させる。① 

  

・就職希望者の保護者への面談（３年）、インターンシップ（２年）、会社見学を実施する。

⑩ 

  

就職指導の充実を図る。 

（キャリア教育の充実） 

・就職ガイダンスや模擬試験をとおして就職試験対策の充実を図る。⑥   

・就職希望者が正社員として就職できるよう、学年の先生方とともに計画・指導を行う。⑥

⑧ 

  

・ホームルーム活動や学校行事・進路行事をとおして得たもの等を生徒が振り返る機会を設

け、生徒自身のキャリア形成に活用できるよう促す。⑥⑩ 

  

キャリア・パスポートの活用を

図る。 

・大学、短大、専門学校、企業、ハローワーク等と連絡を密にし、的確な情報収集に努める。

⑩ 

  



別紙様式２（高） 

保健厚生部 環境美化や衛生管理に対する

意識を高め、豊かな心身を育む

学習環境の整備を進める。 

・用具を整備して清掃能率が高まる工夫や、ゴミの分別を心がけることにより、校内美化へ

の意識高揚を目指す。⑦ 

   

・校内設備環境の安全に配慮し、安全管理に努める。⑦   

さまざまな震災から学び、安全

確保や危機管理に関する安全

教育を推進する。 

・防災避難訓練を実施し、非常時における対応や安全対策に関する知識と意識を高める。⑦   

・災害備蓄品の在庫や賞味期限等を管理する。⑪   

心身ともに健康で明るく活力

のある生活を営む態度の育成

を目指し、健康教育や学校保健

教育の充実を図る。 

・各健康診断を企画運営し、生徒の心身の健康状態を把握する。⑮   

・学年の先生方や教育相談担当と連携した保健室運営を展開し、心の居場所作りを目指す。

⑦ 

  

・新型コロナウイルスやインフルエンザ等の感染症に対し適切な対応を行い、校内での流行

を最小限に食い止める対策を講じる。⑦ 

  

特別活動部 生徒会活動への支援や生徒会

主催の学校行事の充実を図る。 

・昨年度に引き続き、生徒会本部の定例会を毎週実施し、指導助言をとおして、生徒会役員

のリーダーとしての資質の向上を目指す。また、活動内容については行事毎にＰＤＣＡサイ

クルを行い、作業の効率化や反省等をする。新しい行事を企画する。⑧ 

   

・文化祭・クラスマッチ・予餞会等の企画内容を生徒自らが検討し責任をもって取り組み、

達成感を得られるようにする。⑧ 

  

部活動の活性化を図る。 ・新入生に向けて部活動紹介を実施し、全員に部活動入部届を配付するだけでなく、ポスタ

ー掲示や各部の PRを増やし、部活動への興味関心を高めるよう工夫する。⑧ 

  

・顧問の適材適所への配置、適切な予算の配分を行うとともに、外部指導者活用など今後の

地域移行への体制を整える。⑧⑭ 

  

ボランティア活動・地域活動へ

の積極的参加を図る。 

・ボランティア・地域活動の募集に関して、わかりやすい情報提供を行い、生徒の主体的な

参加を促す。⑪⑫ 

  

１学年 基本的生活習慣の確立を図る。 ・言葉遣いに気をつけ、挨拶を適切にできるようにする。⑦    

・時間を守り、規律正しい生活をさせる。⑦   

・毎日の授業に真剣に取り組ませ、学ぶ姿勢を育てる。⑤   

基礎学力と学習習慣の定着を

図る。 

・各種検定に積極的に取り組ませ、資格取得を目指す。⑥   

・自らの志望や適性について意識させ、進路目標を持たせる。⑩   

進路目標を設定する。 ・進路ガイダンスや面談を通して、進路選択の支援をする。⑩   

・部活動や生徒会活動、校外活動などへの積極的参加を促す。⑧   

活力ある学校生活を送る。 ・服装・身だしなみを整えさせる。⑦   

２学年 基本的生活習慣の確立を図る。 ・欠席・遅刻・早退を無くし、規律正しい生活をさせる。⑦    

・授業への積極的な取り組みを促す。⑤   

基礎学力の向上を図る。 ・各種検定に積極的に取り組ませ、資格取得を目指す。⑥   

・基礎力診断テストを活用し、進路実現を意識した学習の取り組みを促す。②   

進路指導の充実を図る。 ・各種進路行事等の有効活用を図る。⑩   



別紙様式２（高） 

・面談や進路情報の提供をとおし、一人ひとりに合った進路選択を支援する。⑨   

社会性・他者への思いやりの心

の育成を図る。 

・グループ活動や体験活動を充実させ相手の立場や考えを理解できるように促す。⑦   

・面談やガイダンスを通して、自らの志望や適性について自覚させ目標を持たせる。⑨   

３学年 進路希望の実現を図る。 ・面接指導や面談を通して情報の提供を適切に行い、 自らの進路に対して広い視野をもっ

た判断ができるようにさせる。⑥⑩ 

   

・進路指導が円滑に進むように、進路支援部や保護者との連携を密にする。⑥⑩   

・日常生活を通じて、時間を守ることや挨拶の大切さ、適切な言葉遣いを身につけさせる。

⑦ 

  

基本的生活習慣の定着を図る。 ・服装・身だしなみを整え、最上級生としての行動ができるようにさせる。⑦   

・保護者との連携を大切にし、 信頼関係と協力体制の構築に努める。⑮   

・授業に真剣かつ積極的に取り組み、自ら学ぶ姿勢を身につけさせる。④   

基礎学力の向上を図る。 ・家庭学習や課外授業を通して、進路実現を意識した学習の取り組みを実践させる。⑥⑩    

・学校行事をはじめ、各種活動への積極的な取り組みを促すとともに、下級生の模範となる

ような態度で臨めるようにさせる。⑦ 

  

社会性・他者への思いやりの心

の育成を図る。 

・グループ活動や体験活動を充実させ相手の立場や考えを理解できるように促す。⑦   

※ 評価基準： Ａ：大変良くできた  Ｂ：良くできた  Ｃ：普通  Ｄ：やや不十分  Ｅ：不十分 


